
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                    

◎ 

県
下
最
低
レ
ベ
ル
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
中
学

校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
、
窓
口
で
無
料
に
し
ま
す 

◎ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
再
開
し
ま
す 

◎ 

高
す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下
げ
ま
す 

◎ 

安
く
て
便
利
な
公
共
交
通
を
実
現
し
ま
す 

◎ 

高
齢
者
の
見
守
り
を
支
援
し
、
介
護
の 

負
担
を
軽
減
し
ま
す 

 

安
倍
自
公
政
権
は
憲
法
解
釈
を
変
え
、
集
団
的
自
衛
権
を
行

使
し
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
し
よ
う
と
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
国
民
の
声
も
聞
か
ず
、
一
内
閣
の
判
断
だ
け
で
憲
法
９
条

を
壊
す
歴
史
的
な
暴
挙
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
安
倍
政
権
は
、
過
去
の
侵
略
戦
争
や
植
民
地
支
配
を
肯

定
・
美
化
す
る
立
場
に
た
ち
、
世
界
と
の
矛
盾
を
広
げ
て
い
ま

す
。
戦
争
か
平
和
か
、
日
本
は
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

８
％
へ
の
消
費
税
増
税
と
い
っ
し
ょ
に
年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
、医

療
も
介
護
も
大
改
悪
。「
増
税
分
は
す
べ
て
社
会
保
障
に
」
と
い
う
の

は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
で
し
た
。安
倍
自
公
政
権
は
儲
か
っ
て
い
る
大
企
業

の
法
人
税
を
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
こ
と
ま
で
計
画
し
て
い
ま
す
。 

10
％
へ
の
消
費
税
増
税
は
必
ず
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

江南市議会6月定例会一般質問で、保守会派議員は

「南京大虐殺の写真はほとんど捏造。大虐殺を明記し

た東京書籍の教科書はいかがなものか」と市内中学校

が使用中の歴史教科書を批判。暗に採択すべきでない

と発言しました。 

しかし外務省ホームページには政府の公式見解とし

て「1. 日本政府としては、日本軍の南京入城（1937

年）後、非戦闘員の殺害や略奪行為等があったことは

否定できないと考えています。2. しかしながら、被

害者の具体的な人数については諸説あり、政府として

どれが正しい数かを認定することは困難であると考え

ています。3. 日本は、過去の一時期、植民地支配と

侵略により、多くの国々、とりわけアジア諸国の人々

に対して多大の損害と苦痛を与えたことを率直に認識

し、痛切な反省と心からのお詫びの気持ちを常に心に

刻みつつ、戦争を二度と繰り返さず、平和国家と

しての道を歩んでいく決意です。」とあります。

南京大虐殺は政府も認める歴史的事実です。 

それをさも無かったかのように議会で発言する

ことは、中国の人々に失礼なだけでなく、世界の

常識への挑戦と言わなければなりません。これか

ら国際社会で活躍する子どもたちに、間違った知

識を教え込もうというのでしょうか。 

 自民党や右翼が、世界的、学問的な常識を無視

して南京大虐殺を否定したいのは、侵略戦争を正

しいものと国民に思わせ、再び日本を戦争する国

にしようという意図があるからです。 

若者を戦場に送り殺し殺される国にしないため

に、このような発言は断じて許されるべきではあ

りません。 

 

「
ノ
ー
モ
ア
広
島
、
ノ
ー
モ
ア
長
崎
」

と
全
国
を
歩
き
続
け
る
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
参
加
者
が
江
南
市

役
所
へ
到
着
。
南
玄
関
前
で
（
６
月
９

日
） 

日
本
共
産
党
は
党
創
立
92

年
。
命
が
け
で
侵
略
戦
争
に

反
対
し
た
唯
一
の
政
党
と
し

て
、
空
前
の
規
模
の
国
民
運

動
で
「
戦
争
す
る
国
」
へ
の

道
を
阻
止
す
る
た
め
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。 

東
南
ア
ジ
ア
で
広
が
る
平

和
の
枠
組
み
を
北
東
ア
ジ
ア

に
も
構
築
し
、
憲
法
９
条
を

生
か
し
た
平
和
外
交
で
こ
そ

日
本
は
世
界
に
貢
献
で
き
る

と
提
案
し
て
い
ま
す
。 

 

 

江南市議会に下記のような市民の請

願が提出されましたが、いずれも議会は

賛成少数で不採択にし、市民の願いに背

を向けました。 

 

①消費税増税に反対の意見書提出を 

求める請願（2012年） 

②年金削減の中止を求める意見書 

提出を求める請願（2013年） 

③原発から撤退し再生可能エネルギ－ 

への転換などを求める請願（2011年） 

  

請願への態度 賛成○、反対● 

請 願 ① ② ③ 

日本共産党 ○ ○ ○ 

江政クラブ ● ● ● 

政新クラブ ● ● ● 

公 明 党 ● ● ● 

社 民 党 ○ ○ ○ 

 


